
ニワトリの解剖

第１工程 皮を切る。

皮をつまんで切り口をつけ、図４のように切り開く。

この段階で内臓が見えるようになると考えている生徒も

多いが、実際には筋肉が見えるだけである。

第２工程 皮をはがす。

皮を筋肉からはがすと大胸筋が見える。（図５）大胸

筋は翼を動かすための筋肉であり、スーパーで売られて

いる時には「胸肉」と呼ばれている。

また、皮はなるべく背中に近いところまではいでおく

方が、後の観察に都合がよい。

第３工程 股関節を脱臼させる。

食肉処理業者から手に入れたニワトリは図４に見られ

るように足が上に向いている。このままでは解剖しづら

いので、股関節を脱臼させて足を広げるようにする。（図

６）

このとき下腹部の皮が十分にはがされていないと、皮

がつっぱって内部の卵が割れてしまう場合がある。

図４ 皮を切る。

図５ 皮をはがす。

図６ 股関節を脱臼させる。



第４工程 大胸筋を胸骨から離す。

万能ばさみで少し切り口をつけ、そこからへらを差し
．．

込んで、大胸筋を胸骨から離すようにする。このときメ

スなどを使うと、筋肉を切ってしまい、うまくいかない。

鳥の胸骨は中央に図７のような竜骨突起という板状の

突起がある。大胸筋は竜骨突起にも、しっかりついてい

るが、それ以外の部分をへらで離すようにする。最後に

竜骨突起についている部分を万能ばさみで切りとると、

図８のようになる。

このとき肩に近い方のけんは、後の実験のために切ら
．．

ないようにしておく。

大胸筋を持ち上げると、その下に小胸筋が見られる。（図

８）小胸筋についても同様にして胸骨から離す。

小胸筋も、翼を動かすための筋肉であり、スーパーで

売られている時には「ささみ」と呼ばれている。

第５工程 筋肉を引っぱって翼を動かす。

大胸筋と小胸筋を交互に引っぱり、翼を動かす。（図９）

翼を上げる筋肉と下ろす筋肉があることを確かめる。ま

たニワトリの胴体が動くと翼が動いているのが分かりに

くいので、別の生徒がニワトリの腰の部分を押さえるよ

うにするとよい。（図９）

図７ へらを差し込んで、大

胸筋を胸骨から離す。

図８ 大胸筋を持ち上げると
小胸筋(網掛け部分)が見える。

図９ 筋肉を引っぱって翼を

動かす。



第６工程 胸筋を外す。

大胸筋と小胸筋を外すと図10のようになる。胸骨の中

央に竜骨突起という板状のものがあるのがはっきりと分

かる。

第７工程 胸骨を外す。

胸骨を外して内臓が見えるようにする。

図11のように、胸骨の下の部分を持ち上げながら切り

取るようにする。万能ばさみで切るラインは図13の点線

部分である。

ろっ骨を切りながら進んで、肩のところまでくると太

い骨（う回骨）がある。う回骨を切ると、もう１本太い

骨（鎖骨）がある。鎖骨を切ると、胸骨をはずせるよう

になる。

ろっ骨を切るラインは、できるだけ背中に近い方がよ

い。鳥の肺はかなり背中側にあるので、切るラインが浅

いと肺が見えないからである。しかし、１回で背中に近

いラインで切り取るのは難しいので、とりあえず胸骨を

外しておき、ろっ骨の部分については、再度、深く切る

ようにするとよい。

なお、この工程はけがをしやすいので注意する。まず、

う回骨を切るときにやや力が入るので、刃先付近に指を

持っていかないように気をつける。また、ろっ骨を切る

ときに、切ったろっ骨で手を切る場合がある。前述した

ように、無理をして１回で深く切ろうとせずに、２回に

分けて切り取るようにするとよい。

図10 胸筋を外すと竜骨突起

（網掛け部分）が見える。

図11 胸骨の下の部分を持ち
上げながら万能ばさみで切り
取る。

図13 はさみで切るライン



第８工程 内臓の観察

胸骨を外すと図14のように内臓が現れる。肝臓、

心臓、肺がすぐに見えるようになる。右側の肝臓を

めくると、緑色の胆のうと暗赤色のひ臓が見える。

胃や小腸などは黄色い脂肪体に包まれているのです

ぐには見えない。

また、このとき、脂肪体がかなり目立つので、運

動不足で脂肪がたまっていると誤解する生徒が多

い。しかし、これは、鳥は尾脂せんから脂肪を分泌

させるために脂肪体が発達しているためである。

第９工程 肝臓、心臓、肺などを取り出す。

茶褐色の肝臓、紫色の心臓、桃色の肺、緑色の胆のう、

暗赤色のひ臓を取り出す。

胆のうは、破れると緑色の胆汁が出てつぶれてしまう

ので、注意して切り取る。

肺はやわらかいので、指で取り出すことができる。た

だし、ろっ骨で手を切らないように注意する。

ひ臓については教科書には全く記述されていないが、

血液中の古くなっていらなくなったものを壊すところで

ある。

心臓は硬く、筋肉のかたまりであることが実感できる。

図15 取り出した内臓

図14 ニワトリの内臓のようす
胆のうとひ臓は右側の肝臓の下にあ
る。胃や小腸は脂肪体の下にある。



第10工程 胃、小腸、すい臓、盲腸などを取り出す。

図16が消化管のようすである。前胃の少し上

の部分で消化管を切り、そこから下の部分を取

り出すようにする。前胃、胃、十二指腸、小腸

の順にゆっくりと引き出していくようにする。

ニワトリの胃は前胃と胃に分かれており、胃

はスーパーで売られているときは「砂ずり」と

呼ばれている。

また、消化管を取り出すときには、破らない

ように注意する。内容物が外に出るとにおいが

するからである。

第11工程 卵の観察

小腸を取り出すと、たくさんの卵が見えるよ

うになる。また、輸卵管の中には殻のついた大

きな卵が見つかる場合が多いので、あれば取り

出してみる。（図17）

第12工程 食道と気管の観察

のどの部分を切って食道と気管を取り出す。気管は、

呼吸をしたときにつぶれないように、掃除機のホースの

ような丈夫なつくりになっている。（図18）

図16 消化管のようす

図17 輸卵管から殻のついた卵を出

したところ

図18 食道と気管



別紙資料（時間があれば次の第13工程を行う。）

第13工程 足のけんと指の動きの観察

生徒たちが片付けをしている間に、教師の方で用意を

して、演示実験として見せるようにする。まず、ニワト

リの足を足首の上部で切断し、筋肉とそれにつながって

いる筋肉とけんを一つ一つ丁寧に分ける。（図19）できた

らニワトリの足を鉄製スタンドに取り付ける。

けんを引くと、ニワトリの指が動く。指を曲げる筋肉

と伸ばす筋肉があることを確かめる。引っぱるけんの種

類を替えると指の形が様々に変わるので面白い。 図19 足の筋肉とけんを一つ

一つ分ける。


